
の
貸
借
關
係
の
李
均
、
米
取
引
等
商
業
や
経
濟
に
關
す
る

多
く
の
叙
述
を
な
し
て
居
る
◎

　
な
ほ
氏
に
は
欝
σ
q
㌶
望
弩
ヨ
O
h
O
嵐
冒
罵
斜
昌
（
ρ
。
。
一
8

bd
ｨ
“
＜
O
M
．
H
く
こ
潭
ノ
●
轟
Q
ω
ム
訟
》
禽
。
。
ム
。
。
義
・
切
。
ω
登
ご
H
G
。

り
い
）
ε
言
ふ
論
文
が
あ
る
が
、
前
述
の
緒
論
第
四
節
は
、

此
論
文
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

紹

介

　
　
　
⑳
南
北
朝
時
代
吏
　
　
丈
學
博
士
　
田
中
義
成
著

　
二
等
繕
翼
生
ミ
し
て
正
院
修
史
局
に
撫
仕
せ
ら
れ
て
以
來
約
四

十
五
年
闘
、
專
ら
修
奥
事
業
に
身
を
委
ね
、
傍
ら
文
科
大
回
敏
授

嚇
こ
し
て
早
生
の
指
導
に
カ
を
蝿
さ
れ
た
故
文
學
博
士
田
中
義
成
先

生
は
、
景
慕
中
特
に
中
世
史
に
通
擁
せ
ら
れ
た
様
で
あ
っ
た
が
、

A
’
そ
の
大
｛
學
に
於
け
る
講
義
手
控
を
主
ε
し
、
そ
の
鋏
逸
す
る
所

は
親
し
く
講
鑓
に
待
し
た
る
人
々
の
手
録
を
以
て
補
綴
し
て
出
版

せ
ら
れ
た
も
の
が
太
書
で
あ
る
。
第
嘩
章
「
時
代
の
名
構
」
以
下
第

　
　
　
第
布
巻
　
紹
　
　
介

七
十
五
章
「
南
朝
皇
胤
の
宋
路
」
に
至
る
ま
で
、
南
北
朝
時
代
に
租

つ
た
政
治
事
實
を
、
極
め
て
簡
粗
の
中
に
細
大
漏
す
事
な
く
牧
録

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
企
篇
殆
ん
♂
猫
創
の
三
三
に
満
ち
て
居

る
。
殊
に
南
北
爾
朝
の
正
閏
問
題
に
關
し
て
下
さ
れ
た
る
事
賓
を

事
賢
ミ
し
て
の
判
断
は
、
千
古
不
易
の
大
論
定
で
あ
り
、
南
朝
が
賀

名
三
叉
は
金
剛
山
の
一
隅
に
簿
回
し
な
が
ら
囲
え
す
よ
く
東
北
地

方
及
び
九
州
地
方
ε
の
聯
絡
を
保
ち
て
、
北
朝
の
虚
を
突
く
事
に

成
功
せ
ら
れ
し
「
大
偉
策
は
、
准
后
北
畠
親
虜
の
計
叢
す
る
所
で

あ
っ
て
、
武
家
ε
し
て
の
第
一
人
者
た
ろ
同
氏
を
し
て
、
終
に
南

帝
を
如
何
噛
し
も
す
る
能
は
ざ
ら
し
め
た
も
の
は
、
實
に
親
房
の
全

國
的
な
る
作
戦
の
た
め
で
あ
る
ミ
せ
ら
れ
た
黙
や
、
足
利
直
義
を

以
て
、
南
北
合
一
を
試
み
た
最
初
の
主
張
者
で
あ
る
ε
言
は
れ
た

黙
は
、
何
人
も
異
論
を
挿
む
構
内
の
な
い
断
定
で
あ
ら
う
。
…
々

の
史
料
を
註
記
せ
ら
れ
た
事
は
、
本
書
が
決
し
て
猫
断
的
の
史
論

を
含
ん
で
居
な
い
事
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
菊
版
二
百
八

＋
八
コ
口
腿
衡
に
数
葉
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
を
挿
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
鷹
二
、
五
〇
，
明
治
書
院
嚢
行
）

盤
罪
　
一
　
號
　
　
　
】
六
〕
　
（
U
山
ハ
】
）



第
八
巷
　
　
紹

介

湯
瀬
糠
鐙
濟
思
想
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
中
村
孝
也
著

　
著
者
が
往
年
、
帝
國
學
士
院
の
推
篶
に
基
き
、
東
照
宮
三
百
年

祭
記
念
會
の
研
究
補
助
費
を
受
け
て
研
究
さ
れ
た
、
近
世
縄
濟
事

箭
の
研
究
報
告
中
、
印
綱
の
囲
難
少
き
一
巻
に
、
多
少
の
修
正
を

施
し
て
公
比
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
三
の
三
三
史
ミ
回
す
る

も
の
・
多
く
が
、
経
濟
事
實
の
．
歴
史
で
あ
ろ
か
、
経
回
學
史
で
あ

っ
た
に
謝
し
て
、
本
書
は
當
時
の
縄
濟
思
想
を
研
究
の
封
象
ピ
し

た
も
の
で
あ
る
事
は
、
本
書
葱
紹
介
す
る
誰
も
が
、
必
壷
特
詑
す

べ
き
事
で
あ
る
だ
ら
う
、
太
書
の
結
構
組
織
に
評
し
て
は
、
薯
者

の
言
に
從
へ
ば
、
形
式
上
嶋
し
内
容
上
一
こ
の
爾
方
面
か
ら
考
案
し
て

組
立
て
エ
あ
る
。
形
式
方
面
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
第
一
章
の
序
読

に
始
り
、
第
二
章
に
於
て
三
尊
ミ
政
治
ミ
道
徳
ミ
の
閣
係
を
見
て

総
じ
て
武
家
階
級
本
位
の
維
欝
政
策
論
た
り
ぐ
」
言
っ
て
居
り
、
こ

の
こ
章
を
以
て
内
容
上
の
概
論
に
充
て
、
且
つ
慨
回
数
章
の
結
論

ミ
し
て
居
る
。
第
三
章
以
下
は
、
其
内
容
に
於
て
は
、
前
二
章
に

論
及
し
た
ん
事
柄
の
論
謹
で
あ
っ
て
、
其
形
式
土
は
之
を
経
濟
に

蔵
す
る
根
本
概
念
、
生
産
論
、
交
換
論
、
分
配
論
、
濡
講
論
、
財

　
　
　
　
　
　
　
赦
が
　
嚇
　
號
　
　
　
一
一
ハ
ニ
　
　
（
…
編
ハ
ニ
）

政
論
の
諸
項
に
分
ち
、
以
て
葡
段
の
概
論
に
鋤
す
る
各
論
を
試
み

て
二
一
る
。
離
、
章
二
二
の
†
｛
て
｛
刀
ゆ
ぞ
ご
兄
し
て
さ
へ
、
伽
揮
何
に
本
漁
日
が
仔

新
し
い
意
義
を
有
す
る
研
究
で
あ
．
る
か
を
窺
知
す
る
事
が
出
來
る

で
あ
ら
う
。
、
而
し
て
創
れ
も
當
晴
の
経
濟
學
煮
の
国
魂
を
可
な
り

親
切
に
摘
録
し
て
あ
る
事
は
、
経
濟
懸
者
の
藩
書
を
手
に
し
得
猿

も
の
に
も
、
よ
く
其
所
依
を
知
る
事
が
出
隔
て
便
利
で
あ
心
。

　
（
旧
版
四
五
八
頁
、
定
三
三
、
七
〇
，
國
民
文
化
研
究
會
獲
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
上
中
村
〕

　
　
　
醗
現
代
欧
洲
政
治
及
魁
會
史
　
　
渡
蓬
幾
治
郎
謬

　
世
界
大
職
後
公
刊
せ
ら
れ
た
る
一
般
史
・
こ
し
て
は
好
著
の
、
評
あ

る
ジ
。
エ
ス
。
シ
ヤ
ピ
ロ
氏
の
著
書
ウ
幽
呂
。
暑
μ
p
ゴ
畠
9
．
二
。
塁
・
、
『
帥
「
団

野
δ
速
§
諏
蓉
。
薫
が
、
渡
邊
民
の
時
明
流
暢
な
る
筆
を
以
て
邦

文
に
課
漣
せ
ら
れ
し
こ
マ
」
は
、
窪
に
護
書
写
の
爲
に
慶
賀
す
べ
き

事
な
り
ε
す
。
本
書
は
筆
を
十
八
量
紀
末
の
歓
洲
耽
謡
歌
勢
に
超

こ
し
、
世
雰
職
璽
の
終
結
に
及
び
贋
り
、
章
を
重
ぬ
る
こ
ミ
ニ
十

七
、
題
名
の
示
す
如
く
現
代
欺
部
類
國
の
政
治
界
及
び
醗
會
生
活

の
實
絹
を
説
き
、
能
く
亘
細
の
黙
に
亙
り
而
も
叙
述
簡
約
を
旨
ミ

せ
る
は
錬
熟
せ
る
著
者
の
手
腕
を
窺
ふ
に
足
れ
り
。
課
文
は
所
謂


